計算書類に対する注記（記載例）

１　重要な会計方針
　①固定資産の減価償却について
　　・固定資産は取得価額30万円超のものを計上
　　・減価償却の方法は定額法による
　　・減価償却の記帳は直接法をとる

　②資金の範囲には現金預金および借入金を除く短期金銭債権債務を含めています。

２　次期繰越収支差額の内訳は次のとおりです。

	科　　目
	前期繰越残高
	当期末残高

	現　金

預　金

未収金
	
	

	合　計①
	
	

	未払金
	
	

	合　計②
	
	

	次期繰越収支差額

①－②
	
	


（注）資金の範囲を現金預金のみとしている場合は、この項目は必要ありません。

３　固定資産の取得価額および減価償却および減価償却累計額は次のとおりです。
	科　　目
	取得価額
	減価償却累計額
	当期末残高

	建　物
	
	
	

	什器備品
	
	
	

	合　計
	
	
	


４　正味財産増減額の内訳
	当期収支差額
	

	什器備品購入額
	

	借入金返済額
	

	建物減価償却費
	

	什器備品減価償却費
	

	当期正味財産増加額
	


（注）収支計算書に正味財産増減の部を記載している場合は必要ありません。
（＊備考）
上記の記載例に加えて、以下の項目に該当するものがあれば注記してください。

①　重要な会計方針

・有価証券を保有している場合は、その評価基準および評価方法

・引当金を設定している場合は、その計上基準

②　保証債務がある場合は、その内容

③　借入金等に対する担保提供資金がある場合は、その設定状況

④　設立時財産があった場合は、その内容

⑤　年度中に受贈した財産がある場合は、その内容
